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令和５年度

これまでの地域づくりビジョンの取組

資料１



１．問寒別地区・地域づくりビジョン（R4～R5.３）

（１）地域づくりビジョンの目的、あゆみ
目的：いつまでも暮らしやすい地域をつくるため、問寒別
地区の未来の姿や、地域づくりに必要な取り組みなどをま
とめた道しるべ（令和５年３月完成）
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問寒別地区・地域づくりビジョン

本編（出張所配置） 概要編（各戸配布）

（２）地域づくりビジョンの内容

田舎だからこそ、有るもの活かそ
う！工夫と協働のといかん

～ 地域の将来像（スローガン） ～

ビジョン基本計画（ビジョンを実現するための７つの重点項目）
１ ごちゃまぜプロジェクト（たまり場、活躍の場） ５ ずっと続く産業プロジェクト（といかん共同果樹園）

２ 多様な住まいと住み続けプロジェクト（集合住宅） ６ 小さな多機能複合拠点プロジェクト（空き家等活用）

３ 子どもは地域で育むプロジェクト（ワラベンチャー） ７ “当たり前”に新たな価値を吹き込むプロジェクト（とい
かん・みんなの市）

４ 自分ごと地域運営プロジェクト（新しい地域のかたち）

解決したい６つの地域課題（目標）
１ 幸せに住み続けられること ４ 新たな地域運営

２ 若者の移住定住の促進と住宅供給 ５ みんなの居場所（複合拠点）づくり

３ 持続的な産業 ６ 生活利便性の維持
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新しい地域、
まちづくりの姿

地域づくりビジョン：これからのまちづくりの姿イメージ

[地域]
・町内会活動
・行事、地域活動
・環境整備
・団体活動
・助け合い支え合い
・その他…

[役場]
・行政事務
・地域活動
・総務的事務
・役場で無くてもできる
作業

・その他…

・地域活動支援
・役場で無くてもできる作業
・環境整備、団体活動支援
・たまり場と作業ごじゃまぜ化
・生きがい、やりがいづくり
・専門従業員雇用
・その他…

役場も昔のようには
できなくなった部分

地域で担えな
くなった部分

新しい仕組みの
まちづくり

地域外からも
新たな担い手
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集落支援センター

●仕組み
●人（担い手）

【地域運営組織】



２．問寒別地区 まちづくりアンケート（R5.５）

（１）アンケートの目的
「地域づくりビジョン」に沿って、これからの問寒別地区のまちづくりを進めるう
えで取り組むべき目標や方向性を考えるため、高校生以上を対象に実施
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アンケート表紙

（２）アンケート結果概要

○アンケート実施状況

・配布時期：令和５年５月上旬（郵送等）
・回答期限：令和５年５月１９日
・回答方法：返信用封筒投函、出張所等持参、インターネット（スマホ）

○アンケート内容
①属性：年齢、お住まい、職業、世帯構成、運転免許など
②まちづくりで取り組みたい７つの施策についての５段階評価
③まちづくりへのご参加についてのお気持ちなど
④お住いの状況など

○回答数（５月２６日現在）
・調査票提出：７２人
・インターネット：１３人
・計８５人
○お住まい
・問寒別地区在住：７６人（対象住民２５２人・30.2％）
・その他：９人（通勤、一時的滞在者）



川北 秀人 氏
（かわきた ひでと）

令和５年６月１日（木）
１８：４５～

問寒別生涯学習センター
多目的ホール

と き

ところ

３．第１回審議会：地域づくり講演会（R5.6）
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人口減・８５歳以上増への備えは、
時間の使い方を変えるしかない

・「団体ごとに行事」ではなく「地域のための機能・役割」への見直し

・行事の棚卸し：ますます「行事」から「事業」へ

・会議の棚卸し：現場で動く時間を！

・組織の棚卸し：会の数だけ役がある！

自治を回復し、まち・むらの課題を、まち・むらの力で解決するために
～協働から総働・小規模多機能自治へ～
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多様な団体の併存から、総力を結集した経営組織へ

川北氏から地域へのご提案



問寒別地区の新しい地域のかたち：地域運営組織（集落支援センター）のイメージ
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PTA、ワラベンチャー

それぞれ活動する組織・団体をサポート
（部会に参加しても、独立していても可）

連合町内会・町内会、衛生

盆踊り保存会、神社

自主防災、消防団

食改、老人クラブ

おひさま子育て会

日赤、美人会

各種サークル

事業者との
役割分担、
継続支援

」

地域運営組織

総会

（社員１０人）

住民・各種団体

理事会：３人

事務局：１～２人

・地域おこし協力隊等

監事：１人

従業員：２～３人

・地域おこし協力隊等

会員：

・ボランティア（住民）
・集落支援員 等

各部会

「生活・安全」部会

「健康」部会

「経済」部会

・地域交通
・暮らし応援隊（生活支援）

・●●

・共同果樹園
・●●

「○○」部会

行
政
の
各
部
署
・各
種
機
関

≪組織づくりに向けて≫
行事・会議・組織の棚卸し

⇒役割・機能をまとめる
・「行事」型から「事業・経営」型へ
・公共的機能の集約化
・既存の組織、団体で希望があれば、部会へ再編
・行政：事業と組織の経営支援、情報提供、基盤整備
・それぞれの地域行事、団体等応援連携

団体・事業者等連携 事業者連携



４．住民懇談会・といかん本音トーク（R5.4～）
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５．「といかん共同果樹園」プロジェクト
○プロジェクト

「地域づくりビジョン」の地域目標に向かって取り組む各種施策を実験的に実施して、新しい
地域づくりの形を考える

目指すもの

・農業引退後などに市街地で生活しつつ毎日
を楽しめる生きがいづくり
・農業者間や、他産業との連携、さらには地
域住民との連携を強めていくためのきっかけ
作り
・観光資源の一つになる

コンセプト

・楽しくやる！
・地域の資源（ひと、かね、機材、環境等）
を結集する！

概 要

地域住民の参画・協業により果樹園経営を行う
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幅広い層の地域住民３３名参加（うち地区住民２９名）

①ブルーベリー植樹
・植え方については三田地さんから参加者にレクチャー
・１５分程度で植え終わり、雑草取り作業に移行

②コスモス種まき ほか
・鉄道から見えやすい位置にコスモスを植える予定
→地域の方による持ち込みで、ダリア及びヒマワリが追加された。
・体験会開始から参加できた子どもたちについては、一通りの作業に参加できた。

7/1 コスモス種まき・ブルーベリー植樹体験会

といかん共同果樹園 のＬＩＮＥグループ ができました！

・ブルーベリーなどの様子を画像で共有

・作業のタイミングが調整しやすい

・見るだけの参加ももちろん歓迎
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６．「といかん・みんなの市」プロジェクト

目指すもの
・「ごちゃまぜ」の共同作業の場づくり
・活動の発表の場、お互いの活動を評価しあう場づくり

コンセプト
・ものすごく簡単にやる！楽しくやる！
・リーダーは置かない
・あくまで自主的に参加者各自の創意工夫を尊重
・極力お金を掛けない

概 要
問寒別地区内の住民やサークルにより作られた手芸・工芸品、地元で採れる山菜や野菜など
を共同で売ることのできる場所を設置する。当面は試験的に不定期開催で、いろいろな場所
で実験する
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【令和5年６月３日（土）：第２回開催】

○場所：町民会館

○出店（展）
手芸サークル、陶芸サークル、木工品、メモ
トック商品、山菜（タケノコ、ウドほか）、野
菜（アスパラ、チンゲン菜、山東菜ほか）、野
菜苗、秘境牛試食会、雑貨、焼きマシュマロ

○その他：地域交通臨時便



令和５年６月３日（土） 「といかん・みんなの市」開催風景
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【令和5年９月２日（土）：第３回開催】

○場所：問寒別生涯学習センター

○テーマ：いろんな人が出やすいフリマ！

○出店（展）
美人会、手芸サークル、陶芸サークル、ま工房（木工品）、メモトック、だ野菜店（枝豆、たまね
ぎ）、みどり農園（ぶどう、いも、トマト、シシトウ、インゲン、ピーマン、かぼちゃ）、ま店
（ぬいぐるみ、洋服、バック）、よ店（浴衣、服）、ぬ店（縁日：スマートボールすくい、くじ引
き）、や店（自転車屋）

○フリマで出たモノ、コト
家電、服、靴、ぬいぐるみ、バック、食器、健康器具、松葉づえ、ペット用品、小物入れ、鍋、漬
物樽、クーラーボックス、自転車、カブレンタル

○その他：地域交通臨時便
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７．その他の地域活動（支援）
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○問寒別駅開業１００周年を祝う会・駅前地域交流会（8/5）
・開業１００年の１００日前の週末に１００人集めて地域イベントを開催！！
・コロナ禍で途絶えていた地域交流の復活、子供たちの夏の想い出づくり、関係人口創出を目的に地域団
体を立ち上げて新しいイベントスタイルを検証

○問寒別地区盆踊り（8/１９）
・地域での伝統イベントの復活に、地域の皆さまと賑やかしのお店を出店し、新しい支援の仕組みを検証
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令和５年度

今後のスケジュール



１．令和５年度 地域活動の計画（予定）

今後の地域での取り組み
「地域づくりビジョン」の７つの施策のうち、住民アンケートなどから優先順位などを見定めつつ、できるこ
とから少しずつまちづくりの取り組みを進めます。
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①重要
度

区分 分類
②取組
やすさ

4.3 3-1.地域独自の子育て活動持続 子育て 3.5

4.2 4-2.生活支援 地域 3.1

5-1.雇用確保や研修生募集・受入れ 産業 2.9

4.1 4-3.町内会活動や各種行事の支援 地域 3.0

7-2.地域の良さの再発見（といかん市） 価値 3.5

4.0 4-5.地域情報の収集と発信 地域 3.1

5-2.人材融通と仕事サービス共同化 産業 2.8

6-1.小さな多機能拠点づくり 拠点 2.7

②取組
やすさ

区分 分類

3.5 3-1.地域独自の子育て活動持続 子育て

7-2.地域の良さの再発見（といかん市） 価値

３.３ 3-2.地域みんながPTA 子育て

３.1 1-1.たまり場づくり ごちゃまぜ

4-2.生活支援 地域

4-5.地域情報の収集と発信 地域

5-4.「といかん共同果樹園」設立運営 産業

３.0 4-3.町内会活動や各種行事の支援 地域

7-1.関係人口による良さ発見発信 価値

①「といかん・みんなの市」プロジェクト
・「ごじゃまぜ」の共同作業場、持ち寄り販売、活動発表の場、フリーマーケット（秋予定）

②「といかん共同果樹園」プロジェクト
・いろいろな関わり方、新たな働き方、にぎわい、生きがいづくりの新たな産業、協業のブルーベリー果樹園
・できた果樹を「といかん・みんなの市」で販売

③「ごちゃまぜネットワーク拠点」プロジェクト
・①の実施場所、②の拠点として、地域みんなが気軽に土足で集まれる秘密基地のような地域の拠点づくり

④「といかんハウス」プロジェクト
・老若男女みんなが見守り支え合い、わいわい暮らせる、個室と共同スペースのある共同住宅（シェアハウス）

⑤地域の未来の絵
・みんなで問寒別地区の未来の姿を表す１枚の絵を考えてみよう

み
ん
な
で

や
っ
て
み
よ
う
！

み
ん
な
で

考
え
て
み
よ
う
！



２．具体のスケジュール（予定）
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○第３回審議会：地域づくりシンポジウム（１２月）
・道内各地域での地域運営の取組をご紹介いただき、地域みんなで地域づくりを考えます。

○地域運営組織道外視察（１１月１２日～１５日）
・島根県雲南市の地域運営組織を複数箇所視察します。
・地域運営組織は、人口減少などでこれまでの町内会、団体等の体力が低下し、地域の絆も希薄化しつつ
ある地域にあって、安心安全な暮らしができるよう、地域と行政が協働して、地域活動を行っていく新し
い地域の仕組み・かたちです。

○住民懇談会・といかん本音トーク：ほぼ毎月開催
・地域づくりビジョンのプロジェクト（といかん市、共同果樹園、住まいなど）をみんなで考えて実践します。
・地域活動を洗い出しながら、どのように地域を運営していくのか考えます。

○第４回審議会：地域づくりビジョン評価手法素案（３月）
・地域づくりビジョンの取組の評価、地域団体活動の評価などをはかる、ロジックモデルづくりを目指しま
す。

○各種地域団体活動、日常生活の支援
・地域おこし協力隊や役場も、地域団体活動などに参加して、新しい地域のかたち「地域運営組織」の立ち
上げを目指します。


